
2020(令和2)年6月作成

-

44.0

目標

成果

施策指標（目標）の内容　（単位）

市民による自主的な文化芸術活動が活発に行われていること
で、身近に文化や芸術に接する機会があると感じている市民の
割合　（％）

2,012
美術展覧会出展数【延べ数】　（点）

○ 文化遺産や地域資源を市民共有の財産として大切に保護し、次世代に継承します。
○ 名張らしさあふれる魅力ある市民文化を育み、豊かな心と文化の息づくまちを目指します。
○ 多様な文化資源を活用して、郷土に誇りと愛着が感じられるふるさとづくりを創造します。

446,400

１．施策の基本方針（目指す将来像）

目標 -

成果 367,771

42.7

２．令和元年度の取組内容及びその成果

青少年センター、名張藤堂家邸跡、夏見廃寺展示館、郷土資料
館の入場利用者数【延べ数】　（人）

40.0

- -

0.0%

- -

・郷土資料館では、常設展示に加え、企画展を4回開催、館外においても地域に出向き、名張の歴史や文化等の魅力の発信に努めました。ま
た、文化財指定・登録においては、市指定無形民俗文化財の指定(１件)を行い、国登録有形文化財(建造物)に1件(7棟)の申請、県指定文化
財・杉谷神社本殿の保存・修理事業を開始しました。
・能楽のふるさとづくりの推進を図るため、観阿弥祭等を開催することで、より一層の能楽振興と次世代への継承などを図るための活動の場
の提供に取り組みました。令和元年度は、名張市観阿弥顕彰会が設立50周年を迎え、名張市市制施行65周年であったことから、記念事業とし
て13年ぶりに『名張薪能』を開催。竹灯りを灯し、700名の観客の方々には幽玄の世界を堪能いただきました。これにより、名張市の能楽振
興に対する取組と、名張子ども狂言の会の活動や成果を広く市民に報告できました。しかし、古典芸能に携わり子どもたちが練習を重ねてい
た『子ども伝統芸能祭り』（3月8日開催予定）については、新型コロナウイルスの影響でやむなく中止としました。
・市美術展覧会や市民文化祭の開催を通して、芸術文化活動の発表の場の提供や文化に親しむ場を提供し、市民の芸術文化を育みました。
・ａｄｓホールの利用状況は順調です。また、設備についてはホール空調機の冷却水ポンプの故障による取り換えと、舞台照明設備の無停電
電源装置を取り替えるなど、施設の充実を図りました。

47.0

３．施策指標（目標）の達成状況

進捗率
基準値
（H29)

施策評価管理シート

施　　策

3

1

基本施策

政　　策 4施
策
体
系 文化振興

市民文化の創造

教育委員会事務局

部局長名

手島　左千夫

豊かな心と健やかな体を育み暮らせるまち

担当部局（室）名

４．成果や施策指標の状況を踏まえた課題や現状の分析

・文化資源の活用面については、一般市民はもとより小中学校の学習に応じられるよう効果的な企画展示等を考えていきます。
・観阿弥顕彰会の会員が減っており、普及活動を行うとともに能楽振興を図る必要があります。また、市制施行65周年記念事業として取り組
んだ『名張薪能』ですが、今後は周年記念事業『薪能』として開催し、定期的に能楽鑑賞の機会を提供することで、【観阿弥創座の地 名
張】としての取組状況を広く告知し、定着させなければならないと考えています。
・ａｄｓホールの充実した施設をたくさんの方々にご利用いただくとともに、いろいろなジャンルの事業を計画し、文化振興の拠点として事
業展開を進めます。

38.6%

-

39.3%

５．分析結果を踏まえた施策の取組内容（令和２年度以降）

目標 -

成果

- - -

2,215 2,384

2,975

409,317

-

2021
(R3)

- - - 568,000

2018
(H30)

2019
(R1)

・郷土資料館の年間来館者数はこれまでも3000人弱と決して多くはない状況でしたが、令和元年度は3月の臨時休館の影響もあり2000人強の
入館者数となりました。今後、教育センターとの連携を強化し、来館される子どもたちの学習に活かせるように、郷土資料館の展示等につい
て検討、また、一般市民の方に対しても展示の充実、広報の強化等を行い、文化資源が活用されるよう努めます。
・観阿弥顕彰会、美旗のまちづくりや地元と協力し、『観阿弥祭』を開催。能楽のふるさとづくりを推進するとともに、関係者との交流を図
ることで、能楽振興と次世代への継承に努めます。令和2年度は、『三重の能楽まつり』の開催市となることから、毎年開催している茂山宗
彦先生によるプロの狂言公演『名張能楽祭』をその事業に組み入れ、【観阿弥創座の地 名張】での事業開催を盛り上げます。令和元年度に
第10回となる『名張子ども伝統芸能祭り』が中止となりましたが、日頃の練習の成果を披露するとともに、同じように古典芸能に取り組んで
いる団体とも交流することで、今後ますます伝統文化に対する意識の向上を図ります。
・『市展』への高校生の出品も年々増えつつあり、作品出品を依頼するとともに、一般の方々の出展も促し、市民の芸術文化を育みます。
・ａｄｓホールにおいては、文化活動の発表の場を提供し、芸術文化の拠点として活気ある施設になるよう、文化向上に努めます。

2020
(R2)

2022
(R4)

ctionA

heckC

oD

lanP

heckC



事務事
業シー
トNO

事業名 担当室

1005

1163

【参考】施策を構成する主な事務事業 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※R2予算額は、R2.6月補正時の予算額

Ｒ２
予算額

うち
一般財源

Ｒ１決算
見込額

うち
一般財源

事業費（単位：千円）

6118

7,071

30,162 27,162 30,109

文化生涯学習室

文化生涯学習室

8,764 7,976

5048

5102

文化施設管理費

青少年センター管理費

文化財保護費 文化生涯学習室 2,430 2,430

5,531

27,109

2,410 1,410

2,831 1,218 2,180 939

2,556 0

1274

5043

3,980 3,980

文化振興費 文化生涯学習室 1,613 1,297 1,706 1,346

801 743

ふるさと能文化振興事業 文化生涯学習室

オオサンショウウオ緊急調査事業 文化生涯学習室

郷土史編さん事業 文化生涯学習室 481 426

41,058合計 48,837 40,509 48,257



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

4

3

1

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

5,010千円

4,210千円

0.40人

0.46人

772

28

800千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

・「市史」次巻刊行準備
・民俗調査
・歴史資料調査・整理
・市史だより第17号の発行

・「市史」次巻刊行準備
・民俗調査
・歴史資料調査・整理
・市史だより第18号の発行

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

481千円

R.1現年分

1005(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 1005

R.4年度(計画予算)

0.46人

0.40人

  「名張市史」の編さん・刊行及び歴史資料の収集・整理・保存を行います。

・「市史」次巻刊行準備
・民俗調査
・歴史資料調査・整理
・市史だより第21号の発行

R.5年度(事業計画)

0.40人

0.46人

742

58

800千円

R.4年度(事業計画)

・「市史」次巻刊行準備
・民俗調査
・歴史資料調査・整理
・市史だより第20号の発行

・「市史」次巻刊行準備
・民俗調査
・歴史資料調査・整理
・市史だより第19号の発行

R.3年度(事業計画)

800千円

事務事業名 郷土史編さん事業
会計区分 事業コード 503701
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

教育費 郷土史編さん事業

担当部局名 担当室名 室長名 社会教育費 （小事業名）

  市内に関する貴重な史料･文化遺産の散逸を防ぎ、整理･保存により後世の人々に伝える意義があ
る。市民が「温故知新」の精神による郷土に対する愛着を育み、新たな文化創造のまちづくりを目指し
ます。

施 策

重点プロジェクト

教育委員会事務局 文化生涯学習室 要　美義 文化振興費 郷土史編さん事業

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画豊かな心と健やかな体を育み暮らせるまち

市民文化の創造

文化振興

R.1繰越分 R.2現年分

801千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（諸収入）

0

臨時職員等 0.00人

0.46人 0.46人

0.40人

①+②総事業費 5,010千円

②概算人件費

0千円

0千円

3,931千円

3,450千円 0千円 3,450千円

0千円 4,251千円 5,010千円

4,210千円 4,210千円

地方債

58

一般財源 742426

55 58

0 743



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

4

3

1

地方債

0

一般財源 2,2120

2,556 1,000

0 1,410

①+②総事業費 4,879千円

②概算人件費

0千円

0千円

4,056千円

1,500千円 0千円 2,325千円

0千円 4,735千円 6,379千円

2,667千円 2,667千円

R.1繰越分 R.2現年分

2,410千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（繰入金）

0

臨時職員等 0.09人

0.20人 0.31人

0.18人

担当部局名 担当室名 室長名 社会教育費 （小事業名）

 「能楽のふるさとづくり」を目指して、伝統文化の伝承・発展や市民の充実した文化活動ができるよう
支援を行います。名張の特色ある文化を育みながら、積極的に発信していきます。

施 策

重点プロジェクト

教育委員会事務局 文化生涯学習室 要　美義 文化振興費 ふるさと能文化振興事業

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画豊かな心と健やかな体を育み暮らせるまち

市民文化の創造

文化振興

事務事業名 ふるさと能文化振興事業
会計区分 事業コード 502501
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

教育費 ふるさと能文化振興事業

1163(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 1163

R.4年度(計画予算)

0.31人

0.18人

総合計画でもうたわれている「能楽のふるさとづくり」の実践のため、「観阿弥創座の地」を情報発信す
るイベントの開催や、子ども狂言の会への支援・協力を行っています。
また、名張子ども狂言の会の発表に加え、伝統芸能に取り組む市内の子どもたちが活躍する団体に
も呼び掛け、　ａｄｓホールにおいて「名張子ども伝統芸能祭り」を開催することにより、1年間の成果を
発表する機会を提供しています。

名張能楽祭の実施及び子ども狂
言の会支援

R.5年度(事業計画)

0.18人

0.31人

3,712

0

3,712千円

R.4年度(事業計画)

名張能楽祭の実施及び子ども狂
言の会支援

名張能楽祭の実施及び子ども狂言の会
支援
● 名張子ども狂言の会≫が創立30周
年を迎えることもあり、『名張能楽祭』の
充実を図り、記念事業として、子ども狂
言の会指導者の茂山七五三先生、宗彦
先生による本格的な狂言公演を『名張
能楽祭』として開催したい。

R.3年度(事業計画)

2,212千円

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

4,879千円

2,667千円

0.18人

0.31人

2,212

0

2,212千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

名張能楽祭の実施及び子ども狂言の会支援
2,555,794円
報償費 1,244,860円
旅費 5,040円
需用費 82,534
委託料 63,100円
使用料及び賃借料 160,260円
負担金補助及び交付金 1,000,000円
●名張市観阿弥顕彰会発足50周年記念並び
に市制65周年記念事業として10月13日（日）
に『名張薪能』を実施。会場には竹灯りを灯
し、700名以上の方々に、幽玄の世界をご堪能
いただいた。
●11月10日(日)に観阿弥顕彰会主催の『観阿
弥祭』に協力
●『第10回 名張子ども伝統芸能祭り』を令和2
年3月8日（日）に開催予定であったが,新型コ
ロナウイルス感染予防対策のため中止となっ
た

名張能楽祭の実施及び子ども狂言の会支援
2,410千円
報償費　1,814千円
旅費　11千円
需用費　94千円
委託料　69千円
使用料及び賃借料　422千円
負担金補助及び交付金　0千円
●名張市民文化祭第50回記念事業として、10
月18日（日）に『三重の能楽まつり』を開催。
『名張能楽祭』も同時に開催する
●11月1日(日)に観阿弥顕彰会主催の『観阿
弥祭』に協力
●『名張子ども伝統芸能祭り』を和3年3月6日
(土)に開催

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

2,556千円

R.1現年分



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

4

3

1

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

6,532千円

4,020千円

0.30人

0.46人

1,081

1,431

2,512千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

滝川流域で生息するオオサンショウウオの個
別識別ＤＮＡ調査を実施し、交雑種のプール
飼育を継続します。

●オオサンショウウオ生態調査指導委員会開
催（年2回）
●緊急生息調査委託
　　保護飼育（交雑種プール飼育）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　599,600円
　　保護飼育（一時保護）　      110,000円
　　調査・DNA解析業務　　    1,853,400円

滝川流域で生息するオオサンショウウオの個
別識別ＤＮＡ調査を実施し、交雑種のプール
飼育を継続します。

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

2,831千円

R.1現年分

1274(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 1274

R.4年度(計画予算)

0.46人

0.30人

国の特別天然記念物であるオオサンショウウオは、全国的に日本固有種が激減し、中国産との交雑
が急速に進んでいる状況になっています。これを受け市内の滝川流域での生息状況についても確認
をするため、緊急でDNA個別識別調査を行います。

滝川流域で生息するオオサン
ショウウオの個別識別ＤＮＡ調査
を実施し、交雑種のプール飼育
を継続します。

R.5年度(事業計画)

0.30人

0.46人

1,081

1,431

2,512千円

R.4年度(事業計画)

滝川流域で生息するオオサン
ショウウオの個別識別ＤＮＡ調査
を実施し、交雑種のプール飼育
を継続します。

滝川流域で生息するオオサンショウウ
オの個別識別ＤＮＡ調査を実施し、交雑
種のプール飼育を継続します。

R.3年度(事業計画)

2,512千円

事務事業名 オオサンショウウオ緊急調査事業
会計区分 事業コード 504105
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

教育費 史跡等整備事業

担当部局名 担当室名 室長名 社会教育費 （小事業名）

指定文化財の良好な保護を行います。施 策

重点プロジェクト

教育委員会事務局 文化生涯学習室 要　美義 文化振興費 オオサンショウウオ緊急調査事業

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画豊かな心と健やかな体を育み暮らせるまち

市民文化の創造

文化振興

R.1繰越分 R.2現年分

2,180千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　　）

0

臨時職員等 0.00人

0.76人 0.46人

0.30人

①+②総事業費 6,532千円

②概算人件費

0千円

0千円

8,531千円

5,700千円 0千円 3,450千円

0千円 5,630千円 6,532千円

4,020千円 4,020千円

1,431

地方債

1,613

一般財源 1,0811,218

1,241

0 939



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

4

3

1

地方債

1,000

一般財源 12,5857,976

788 1,540

0 5,531

①+②総事業費 18,692千円

②概算人件費

0千円

0千円

15,214千円

6,450千円 0千円 4,575千円

0千円 11,646千円 12,128千円

5,107千円 5,107千円

R.1繰越分 R.2現年分

7,071千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　　）

0

臨時職員等 0.08人

0.86人 0.61人

0.28人

担当部局名 担当室名 室長名 社会教育費 （小事業名）

文化財施設等の適切な維持管理と、入館者の利便性の向上を図ります。施 策

重点プロジェクト

教育委員会事務局 文化生涯学習室 要　美義 文化振興費 文化施設管理費

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画豊かな心と健やかな体を育み暮らせるまち

市民文化の創造

文化振興

事務事業名 文化施設管理費
会計区分 事業コード 502001
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

教育費 文化施設管理費

5043(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 5043

R.4年度(計画予算)

0.61人

0.28人

文化財施設等の維持管理経費です。

国史跡夏見廃寺跡及び夏見廃寺展示館
県史跡名張藤堂家邸
名張市郷土資料館
観阿弥ふるさと公園
乱歩生誕地広場　　等

文化財施設等の維持管理経費

R.5年度(事業計画)

0.28人

0.61人

6,021

1,000

7,021千円

R.4年度(事業計画)

文化財施設等の維持管理経費
（公共下水道接続設計委託、及
び工事費を含む）

文化財施設等の維持管理経費

R.3年度(事業計画)

13,585千円

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

11,983千円

5,107千円

0.28人

0.61人

5,876

1,000

6,876千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

文化財施設等の維持管理経費

需用費　4,020,640円
役務費　662,510円
委託料　2,7679,761円
使用料及び賃貸料　299,087円
工事請負費　772,200円
備品購入費　239,760円

●名張藤堂家邸跡、夏見廃寺展示館、名張市
郷土資料館、乱歩生誕地碑広場、観阿弥ふる
さと公園の維持管理運営経費
・名張藤堂家邸跡竹垣他改修　775,440円
●名張市郷土資料館１階展示室整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,011,960円

文化財施設等の維持管理経費

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

8,764千円

R.1現年分



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

4

3

1

地方債

3,000

一般財源 27,10927,162

3,000

0

3,000

0 27,109

①+②総事業費 32,624千円

②概算人件費

0千円

0千円

31,287千円

1,125千円 0千円 2,325千円

0千円 32,434千円 32,624千円

2,515千円 2,515千円

R.1繰越分 R.2現年分

30,109千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（財産収入）

0

臨時職員等 0.00人

0.15人 0.31人

0.10人

担当部局名 担当室名 室長名 社会教育費 （小事業名）

市民の芸術文化活動を支える拠点施設の青少年センター（ａｄｓホール）の適切な管理運営を行いま
す。

施 策

重点プロジェクト

教育委員会事務局 文化生涯学習室 要　美義 青少年センター費 青少年センター管理費

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画豊かな心と健やかな体を育み暮らせるまち

市民文化の創造

文化振興

事務事業名 青少年センター管理費
会計区分 事業コード 508801
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

教育費 青少年センター費

5048(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 5048

R.4年度(計画予算)

0.31人

0.10人

青少年センター(ａｄｓホール)の維持管理経費
平成28年度から令和2年度までの5年間、指定管理者が管理運営します。

指定管理による管理運営
需用費　1,000千円
委託料　28,519千円
使用料及び賃借料 　590千円

R.5年度(事業計画)

0.10人

0.31人

27,109

3,000

30,109千円

R.4年度(事業計画)

指定管理による管理運営
需用費　1,000千円
委託料　28,519千円
使用料及び賃借料 　590千円

指定管理による管理運営
需用費　1,000千円
委託料　28,519千円
使用料及び賃借料　590千円

R.3年度(事業計画)

30,109千円

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

32,624千円

2,515千円

0.10人

0.31人

27,109

3,000

30,109千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

指定管理による管理運営
　30,161,539円
需用費（修繕料）　　1,312,600円
・ホール空調用冷却水ポンプ交換　993,600円
・照明設備無停電電源装置取替修繕
319,000円
委託料　（指定管理委託料）　28,259,259円
使用料及び賃借料（ピンスポットライト リース
料）　589,680円
●adsホール利用件数●　200件　31,782名

指定管理による管理運営
30,109千円
需用費　1,000千円
委託料　28,519千円
使用料及び賃借料 590千円
※令和2年度で依頼期間が満了するため、指
定管理者と、ネーミングライツスポンサーの募
集事務を行う

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

30,162千円

R.1現年分



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

4

3

1

地方債

一般財源 3,6282,430 0 3,980

①+②総事業費 8,550千円

②概算人件費

0千円

0千円

9,705千円

7,275千円 0千円 4,200千円

0千円 8,180千円 8,650千円

4,922千円 4,922千円

R.1繰越分 R.2現年分

3,980千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　　）

0

臨時職員等 0.08人

0.97人 0.56人

0.38人

担当部局名 担当室名 室長名 社会教育費 （小事業名）

  新たな文化財指定や、指定文化財の維持管理を行います。指定文化財を良好な形で後世に伝える
とともに、地域のシンボルとして活用を図ります。

施 策

重点プロジェクト

教育委員会事務局 文化生涯学習室 要　美義 文化振興費 文化財保護費

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画豊かな心と健やかな体を育み暮らせるまち

市民文化の創造

文化振興

事務事業名 文化財保護費
会計区分 事業コード 503501
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

教育費 文化財保護費

5102(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 5102

R.4年度(計画予算)

0.56人

0.38人

  市域に存在し、地域を理解するうえで特に重要な文化財の保護業務で、文化財調査会の開催、市指
定文化財の修復補助、文化財指定看板の設置、史跡の草刈り等を行います。

指定文化財の保護、ならびに維
持管理にかかる経費

R.5年度(事業計画)

0.38人

0.56人

3,728

3,728千円

R.4年度(事業計画)

指定文化財の保護、ならびに維
持管理にかかる経費

指定文化財の保護、ならびに維持管理
にかかる経費

R.3年度(事業計画)

3,628千円

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

7,841千円

4,922千円

0.38人

0.56人

2,919

2,919千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

指定文化財の保護、ならびに維持管理にかか
る経費

報酬　56,000円
報償費　12,590円
旅費　13,340円
需用費　34,375円
委託料　1,513,400円
負担金　50,000円
補助金　750,000円

●文化財調査会開催（年1回）
●美旗古墳群・馬塚古墳などの大規模な草刈
業務等
●県有杉谷神社本殿保存修理事業補助金

指定文化財の保護、ならびに維持管理にかか
る経費

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

2,430千円

R.1現年分



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

4

3

1

地方債

360

一般財源 1,4621,297

316 360

0 1,346

①+②総事業費 5,804千円

②概算人件費

0千円

0千円

5,138千円

3,525千円 0千円 3,450千円

0千円 5,156千円 5,804千円

3,982千円 3,982千円

R.1繰越分 R.2現年分

1,706千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（諸収入）

0

臨時職員等 0.09人

0.47人 0.46人

0.28人

担当部局名 担当室名 室長名 社会教育費 （小事業名）

名張市の文化の発信と、市民文化の向上を図ります。施 策

重点プロジェクト

教育委員会事務局 文化生涯学習室 要　美義 文化振興費 文化振興費

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画豊かな心と健やかな体を育み暮らせるまち

市民文化の創造

文化振興

事務事業名 文化振興費
会計区分 事業コード 501501
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

教育費 文化振興費

6118(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 6118

R.4年度(計画予算)

0.46人

0.28人

　庶務経費及び市民文化祭の実施委託料と、市美術展覧会経費を含んでいます。
　美術展覧会は、本年で63回を数える伝統ある行事で、市民の芸術文化や創作活動に親しむ場を提
供しています。
また、市民文化祭は、今年度で第50回を迎え、皆さんの活発な文化活動の開催告知等に協力しま
す。

R.5年度(事業計画)

0.28人

0.46人

1,462

360

1,822千円

R.4年度(事業計画)

庶務経費ならびに市民文化祭の
委託料、名張市美術展覧会の開
催にかかる経費

庶務経費ならびに市民文化祭の委託
料、名張市美術展覧会の開催にかかる
経費

R.3年度(事業計画)

1,822千円

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

5,804千円

3,982千円

0.28人

0.46人

1,822

1,822千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

庶務経費ならびに市民文化祭の委託料、名張
市美術展覧会の開催にかかる経費
1,609,949円
報償費　　820,508円
需用費　　125,513円
役務費　　4,920円
委託料　　559,028円
使用料及び賃借料　103,090円

庶務経費ならびに市民文化祭の委託料、名張
市美術展覧会の開催にかかる経費
1,706千円
報償費　　923千円
需用費　　137千円
役務費　　5千円
委託料　　575千円
使用料及び賃借料　66千円

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

1,613千円

R.1現年分


